






















































































































村をおさめる者は、 〝キミ〟 （君） よばれた首長である。こ 〝ムラキミ〟の大きな役目は、狩に出たときやよその村との戦いにおいて指揮を






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の教科書として執筆したという（ 「凡例」 ） 。
本書は全八篇八十八章から成り、神代より今上天皇（明治帝）までを記述したものである。乙号の「緒言」において大日本帝国の地理上の位置








知り、ま 古人の事蹟をみて、その美風をうけつぐことによって、日本国民としての本分をつく 、祖先をはずかしめないように努めねばならない（本文の意訳） 。
ついで第一篇
　














































































































































































概括略述し、近代は詳説したという（ 「例言」 ） 。











本書は、中学ていどの学校における上級用の日本歴史教科書として著わしたものという こ 教科書は第一章から 三十七章まである 前半
212（19）
「国史」教育の罪過




































































































































































































































































































































































































































生徒は登下校のとき、 「奉安殿」 （天皇と皇后の写真、教育勅語などを保管する建物）に最敬礼することを義務づけられた。国民学校 、軍隊とおなじ命令・服従・体罰が課せられ、武道は必須、団体行進、手旗信号・作業などをお なわせ、太平洋戦争がはじまると、
軍事教練・救護・看護訓練・防空訓練などもやらせた。



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































伊豆公夫著「天皇支配の成立過程」 『新日本史講座［古代前期］ 』所収、中央公論社 昭和
26・
12。
三島
　
一「我国における歴史教育史」佐藤弘一編『日本歴史講座
　
第八巻
　
歴史教育篇』所収、河出書房、昭和
29・
10。
長尾和郎著『戦争屋
　
あのころの知識人の映像』妙義出版株式会社、昭和
30・
12。
矢内原忠雄編『戦後日本小史
　
上巻』東京大学出版会、昭和
33・９。
石原道博編訳『
旧唐書倭国日本伝
　　　
宋史日本伝・元史日本伝
』岩波書店、昭和
31・９。
『日本終戦史
　
八月十五日のクーデターほか
　
上巻』読売新聞社、昭和
37・７。
さくらだ・クラブ 『天皇むかしむかし』角川書店、昭和
30・９。
『日本教科書大系
　
近代編
　
第一八巻歴史
　
㈠
』講談社、昭和
38・８。
182（49）
「国史」教育の罪過
梅
　
渓昇「憲法制定とロエスレル」 『お雇い外国人
　
11　
政治・法制』所収、鹿島研究所出版、昭和
46・
12。
『一億人の昭和史
　
3　
太平洋戦争
　
昭和
16年～
20年』毎日新聞社、昭和
51・１。
藤原
　
彰編『資料
　
日本現代史
　
１
　
軍隊内の反戦運動』大月書店、昭和
55・７。
宇治谷
　
孟『日本書記
　
上』 （全現代語訳、講談社、昭和
63・６） 。
原田勝正編著『昭和世相史』小学館、平成元・４。所
　
功「発掘
　
昭和天皇が学んだ特製『国史』教科書」 『文藝春秋』二月号所収、平成２・２。
『昭和二万日の全記録
　
第１巻
　
昭和への期待
　
昭和元年～３年』講談社、平成元・６。
白鳥庫吉著『国史』勉誠社、平成９・４。『昭和二万日の全記録
　
第７巻
　
廃墟からの出発
　
昭和
20年～
21年』講談社、平成元・
10。
粟谷憲太郎中園
　
裕
　
　
編集・解説『敗戦前後の社会情勢
　
第一巻
　
戦争末期の民心動向』現代史料出版、平成
10・
12。
『戦時下標語集』大空社、平成
12・５。
角川書店編『ビギナーズ・クラシックス
　
古事記』角川学芸出版、平成
14・８。
一ノ瀬俊也著『宣伝謀略ビラで読む、日中・太平洋戦争』柏書房、平成
20・８。
堅田
　
剛著『明治憲法の起草過程
―
グナイストからロェスラーへ』御茶の水書房、平
26・
12。
藤岡信勝著『日本人が目覚めた
　
国難の日本史』ビジネス社、平成
27・５。
